
若者の地域参画推進に向けた取り組み

令和８年２月４日(水) 信州学びの円卓会議 ともつくフォーラム

松本市 こども若者部 若者参画課



こども若者部 若者参画課

連携

地域づくり課
ユースサポート事業
探究・地域活動支援

青少年ホーム
青少年ホーム運営
若者お悩み相談

移住推進課
奨学金返還支援事業

新婚生活支援事業・結婚

Ｒ７年度～～Ｒ６年度

係長 正１ 会２ 相談２

若者参画課

奨学金返還支援事業
新婚生活支援事業・結婚支援

青少年ホーム事業

課長 係長 正2

【Ｍウィング】 【青少年ホーム】

課庶務・若者政策・ユースサポート業務
若者活動支援・探究学習支援・ハタチの記念式典

若者の拠点（アクティブ・ラーニング）

基本施策1-6 若者が活躍できる環境づくり 基本施策3-1 住民自治支援の強化

未来を担う若者が多様な主体と関わる機会を創出し、若者を
社会全体で育み、若者が活躍できるまちづくりを目指します。

住民自治力を高めながら、市民・行政など多様な主体が協働で課
題を解決していく地域社会を目指します。

中心市街地 南松本

・高校生、大学生のサードプレイス
・若者に寄り添った公共インフラの整備
（Wifi、交流・コワーキングスペース、アドバイザー等）
・地域参画プラットフォーム事業・若者チャレンジ応援事業
・学生・企業・行政が繋がる場・気軽に寄れる敷居の低い場

・若者の余暇活動
・若者に寄り添った公共インフラの整備
（Wifi、体育館、交流スペース、カウンセラー等）
・若者お悩み相談・結婚相談・ヤングスクール
・同世代との繋がる場・若者カフェ

「一人ひとりが豊かさを実感できるまち」の実現

若者の社会参画の裾野を広げる地域や街に「若者」が関わる「流れ」をつくる

地域
政治
選挙

若者の社会参画推進

青少年ホーム
青少年ホーム運営
若者お悩み相談

青少年ホーム 8時30～22時
※結婚相談は 9時～17時15分（仮）
松南公民館、南部図書館、南部体育館

若者参画課 8時30～17時15分
※時間外の利用は応相談
Ｍウィング 8時30分～22時

企業



高校生世代 39.8％

高校生世代の地元定住意向
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若者と地域の
つながりが希薄化

地域のなかの若者の現状
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地域との関わりや居場所の有無
と幸福度に相関がみられる

高校生世代と幸福度
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令和７年松本市若者の社会参画実態調査 (松本市に通勤、通学をする若者2237人が回答)

４割の若者が家や学校以外に居場所がないと感じている
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上記以外で地域の人が運営しているフリースペース

公園など自然のあるところ

塾や習い事の場

ゲームセンター・カラオケ・漫画喫茶などの店舗

オンライン空間（SNS、オンラインゲームなど）

カフェ・ファストフードチェーン店・スーパーなどのお店

図書館・公民館など公共施設

家や学校/職場以外にはない

Q．家や学校/職場以外でよく過ごしている居場所はありますか

若者の居場所
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若者参画課の事業



若者チャレンジ応援事業補助金

しましま本店実行委員会

⚫鉄道上高地線沿線

地域の歴史や情報

をまとめた「旅のし

おり」を作成・配布

⚫魅力発見、沿線散策

につなげる

女鳥羽川デザイン企画室

⚫女鳥羽川をもっと身

近にし、コミュニティ

の活性化をはかる

⚫草刈り後、地域住民

と交流できる企画を

実施

鉄道上高地線及び沿線の魅力発信事業 草刈り１０分間デザイン

⚫聴覚障がいについて知ってもらい、両者の間のバリアを壊す

⚫中学３年の総合学習で学んだことを地域へ発信

３Ａフェス ～“きこえる人”と“きこえない人”がつながる社会へ～

３Ａフェス実行委員会

若者の主体的な社会参画を促進するため、若者で構成する団体が、

まちの魅力向上や地域の課題解決に挑戦する事業に対して財政的
支援を行うもの（上限１０万円）



若者チャレンジ応援事業補助金

補助金の実績
申請数 採択数 予算 交付実績額

R5
11 8 500千円 364,087円

【申請内訳：中学1/高校1/大学4/大学院1/一般4】

R6
15 9 700千円 572,808円

【申請内訳：高校2/大学8/一般5】

R7
20 12 1,000千円 988,000円（交付決定額）

【申請内訳：高校3/大学9/一般8】



学割でオトクにかえるパスポート事業

◼ 高校生以上の生徒及び学生を地域ぐるみで健全に応援し、学生等と地域がつ
ながることで、松本市の活性化と学生等が地域に愛着を持ち、永く定住を希
望するような魅力ある街にすること。（令和２年３月１日施行）

協賛店数：９２（令和7年4月14日現在）

対象：高校生・大学生・短大生・

修学旅行生

（松本市外の学生も利用可能）

事業内容：
協賛店で学生証を提示することで、協賛店が

それぞれ定める特典サービスを受けられるもの



令和６年１０月～ 学割カエルパ！の認知度向上、利用者増加を上げ、学生が松本の街に
出かける仕組みとして「ぼくらのまつもとデジタルマップ」に協賛店情報を掲載。
運営：ナガノの学生広報室（まつもっと＋大学生＋株式会社ＯＭＯＭＯ）

学割カエルパ！をきっかけに学生が街に出かける仕組みづくり



探究学習の支援① 高校連携

連携している高校 連携内容

松本県ヶ丘高校（Ｒ３～）

⚫ 探究アドバイザー
２学年（探究科・普通科）の個人探究のサポート

⚫ 「信州学」発表会の共同開催（Ｒ３）
１学年の探究発表会へ市職員が参加

⚫ 課題探究発表会への参加

松本美須々ケ丘高校（Ｒ４～）

⚫ 「MISUZU探究フェスタ」審査員
探究学習のコンクールの審査

⚫ 探究サポート講座

地域づくり、地域と探究のつながりをテーマに講座

⚫ 探究相談会

松本深志高校（Ｒ５～）

⚫ 「深志教養ゼミ」講師

教員や外部講師がゼミを開講（２学年）

⚫ 「深Ｑゼミ」地域活性化ゼミ担当
生徒がテーマごとのゼミに所属し、自主的に活動（２学年）

松本蟻ケ崎高校（Ｒ６～）
⚫ 松本探究フィールドワーク受入れ
⚫ 「松本探究」講演



探究学習の支援② 伴走支援

投票式でポイ捨てを減らそう！（Ｒ４）
県ヶ丘高校探究科２年 Ｋさん

⚫ 松本駅前のタバコのポイ捨てをどうにかしたい
⚫ 投票式の灰皿を設置し、タバコを捨てたくなるしかけ
⚫ 日本たばこ産業（ＪＴ）、株式会社コソドの協力
⚫ 投票式灰皿を設置し、３週間ポイ捨ての量を定点調査

若者参画課：担当部署、企業、町会との接点づくり
ポイ捨て調査協力

ナッジ理論による運動不足解消（Ｒ６）
県ヶ丘高校探究科２年 Ｍさん

⚫ 無意識に運動する意識が身につくには？
⚫ 人の心理やバイアスを活用して、無意識に行動を変える
⚫ 投票式階段（例：松本と言えば松本城or上高地？）を松本

駅階段で実施 ※クラウドファンディング実施
⚫ ピアノ階段（階段が鍵盤になり踏むと音が鳴る）を音楽文

化ホールの階段に設置
⚫ 商業施設内で行われるウォーキングイベントで景品の有無

で参加者の意識変容が起こるか調査

若者参画課：担当部署との調整、調査協力



若者による地域活性化の推進①

奈川えんがわプロジェクト

⚫ Ｒ3～奈川地区に滞在しながら地域住民と交流

⚫奈川地区伝統野菜「保平かぶ」の収穫作業。

学生自身で漬けた保平かぶの漬物を大学生に配り、奈川をＰＲ

⚫休園中の保育園を使って子どもたちが一日遊べるイベントを企画

⚫ R6 畑を借り、学生が育てた野菜で地域のマルシェへ出店

⚫ R7 地区住民と信州大学生のソフトボール大会を実施



若者による地域活性化の推進②

女鳥羽川デザイン企画室

⚫大学生が女鳥羽川の草刈りをし、その場を活用することで地域を活性化させようという取組み

⚫河川の沿線住民の高齢化、外来植物の増加などが要因で河川清掃の負担が増加

⚫町会や東部地区地域づくりセンターと協力

⚫ 河川敷で行われる地域行事「三九郎」準備の手伝い
地区の公民館事業への参加など



令和７年度事業の様子

7/27 Music Summer Fes
主催：中央公民館、若者参画課

松本市寄付講義「松本市の魅力発見ゼミ～
松本のアンバサダーになろう～」
主管：移住交流推進室

職員向け研修
若者の社会参画推進実務研修

1/11 ハタチの記念式典10/4 ジュウシン～中信をぶち上げるま
ちなか文化祭」
主催：まちなか文化祭実行委員会

7/16 第4回若者ブレスト
市長と話したい学生有志と市長の対話
主管：市民相談課



若者の交流拠点づくり 事務所オープンデー

⚫ Ｒ７～ Ｍウイング若者参画課事務所を開放。週一回のオープンデーを実施

⚫ 若者と若者、若者と大人の自由に交流できる場を目指し、試験運用中

⚫ 過ごし方：探究の相談/プロジェクトの相談/打合せ/ボードゲーム/雑談など

⚫ 若者のやってみたい！を特別企画として実施（調理実習、麻雀教室、クリスマス会など）

⚫ Ｒ7.5.13～ 延２５１人（Ｒ8.1月末時点）



学校、年齢の違う
若者たち

みなのうちに眠る
「やりたい」のきもち

やりたいを応援してくれる
オトナたち

たまにあらわれる

① 若者が主体となれる活動が生まれ、社会の中で意思決定に参画できる力を

はぐくむ

② 若者と地域のつながり、さらに若者の挑戦を地域全体で支える環境整備

③ 市内各所で展開している居場所との連携、情報の集約、提供

ユースセンターの設置 Ｒ８年度計画



（仮称）松本市ユースセンターのイメージ

ひとり黙々ゾーン おしゃべりゾーン

ユースサポーター

・ユースセンターの住人
・相談にのってくれる
・ときにたよりになり
たまにおせっかい
・キミの「やりたい」を
全力サポート

先生でも親でもない若者に近いオトナ

大人になんでも
相談ゾーン

まち全体を
フィールドに！

ユースセンターの設置 Ｒ８年度計画



令和８年度開設にむけて若者と一緒に取り組んでいきます！

・学校への「ご意見板」設置

・ワークショップ

・ユースセンターワーキンググループ
を組織し、運営方法や企画を考える

高校に設置した掲示板に意見を書き込んでくれている様子

ユースセンターの設置 Ｒ８年度計画



① 社会参画の「見える」化 →若者に社会で何が起きているか知らせる

② 「若者の主体性」と「地域のニーズ」の両立

→若者が社会参画を、将来も継続すべきものだと感じてもらう

「楽しいだけ」ではない⇔「やらされている感」のない 社会参加

③ 大人/地域の仕組みのアップデート

→地域側が現在の体制ややり方に縛られることなく、新しい発想を取り入れる

若者地域マッチング事業 Ｒ８年度計画


